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乳児期における「気質」研究の動向
武井祐子 　寺崎正治
要 　　　約
本論文では，「気質」研究の意義，歴史的背景，研究動向を検討する。以下の議論が展開された。
 子どもへの適切な関わり方を考える際に，「気質」を把握するべき理由を述べた。
 「気質」に関する考え方の歴史を概観し，発達心理学的立場からの考え方を紹介した。
 
年から		年の気質研究について概観し，乳児期における「気質」研究の動向について紹介
した。
は じ め に
昭和	年以降現在に至るまで，出生数は減少を続
け，平成年の合計特殊出生率はになっている
（厚生統計協会 　		）．そのような中で，虐待，
不登校，非行など，子どもをめぐる様々な問題が社
会問題化している．
相談現場では，「どのように叱ればいいか分から
ない」「自分の子どもは順調に発達しているのだろ
うか」という育児不安，「子どもと一緒にいるとイラ
イラする」「自分の時間が欲しい」という育児ストレ
スなど，育児をめぐる悩みの相談件数が増えてきて
いるように思われる．
育児不安や育児ストレスを訴える状況では，親が
子どもの発達を促すために適切な関わりをすること
は困難になりがちであり，子どもの発達が阻害され
ていく可能性が予想される．子どもの発達が阻害さ
れることで，親の育児不安や育児ストレスはさらに
高まり，その結果，子どもの発達が阻害されるとい
う悪循環も予想される．そのような状況の下では，
子どもの情緒発達に必要な健全な愛着関係を形成し
ていくことが困難になり，子どもは，愛着関係を基
礎に育まれていく自尊心や自律性を獲得できず，結
果的に前述した不登校や非行につながるような問題
行動にいたる可能性が考えられる．
子どもの発達を促していく環境として欠かせない
親子関係，とくに母子関係が健全であることは，乳
児期，幼児期ほど特に重要である．子どもの成長発
達の過程で何か問題が生じると，母子関係が適切に
機能していないと考えられ，母親の責任とされるこ
とが多かった（大日向，		）．しかし，最近の
研究で，発達の問題（田中，

；渡部，岩永，鷲
田，		）や健康面の問題（福井，		）など
の子ども側の要因が，母親に影響を与え，そのこと
で母子関係に歪みが出てくるのではないかと報告さ
れるようになっている．
幼児期の育児相談は，歳 ヶ月健康診査（以下，
健診）などの乳幼児健康診査の場で初めてされ
ることが多い．健診での相談は，健康面のチェッ
ク，行動観察，発達検査などの心理検査を用いて子
どもの状態を把握し，養育者に助言される．しかし，
実際の相談現場では，行動観察や心理検査だけでは
子どもの状態を把握できず，母親が子供にどのよう
に関わればよいか十分検討することが出来ないこと
が多い．そのような場合，子どもの特徴を把握する
ことが重要だと考えられる．子どもの特徴を生来の
行動特徴である「気質」という視点からとらえてみ
ると，浅原ら（

，

）は，「気質」を理解
することで，子供の発達を促すような適切な対応を，
母親に助言していくことができるのではないかと指
摘している．
「気質」とは
生来の行動特徴（「気質」）とは何であろうか．人間
は一人一人違う．正常に産まれた赤ちゃん（新生児）
は，成人に比べると大きな個人差は観察されず，個
人差は生後の生育環境やそこでの経験の差から徐々
に生じるものと考えられてきた（田島，			）	．し
かし，新生児にも，よく泣くタイプやあまり泣かな
いタイプ，敏感なタイプや鈍感なタイプ，よく動く
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タイプやあまり動かないタイプがあることは，何人
かの新生児に関われば明らかである．多くの研究者
達は，このような発達初期からの個人差を，生得的
で生物学的な基礎をもつ「気質」という概念で捉え，
遺伝的要因の影響が強く，環境的要因によってはあ
まり変化しないと考えていた．その「気質」という
概念が，どのように扱われてきたか，その歴史的な
流れをみると，大まかに以下のようにまとめられる．
ギリシア時代まで遡ると，の多血質，
黒胆汁質，黄胆汁質，粘液質にわけて「気質」を体液
と関係づける 体液説がみられる．	世紀になると
ドイツの  が，体格を細長型，肥満型，
闘士型の つに分類し，それらの体型と つの「気
質」類型を対応させている．同様に   
は つの体格類型で考えた．さらに近年になると，
!" #は，外向性と神経症的傾向の独立した
次元を組み合わせ，つの「気質」類型を同定し
ている．一方，$%%は犬の条件付けの結果から，
大脳皮質の興奮過程の特徴に基づいて「気質」を類
型化しようとした．
「気質」は基本的に体質的な基盤をもち，個人の行
動特徴に見られる一貫性をもたらすと考えられてき
たが，一方で後の経験が表に現れた個人の行動特徴
を変化させる可能性を否定してきたわけではない．
次に紹介する発達心理学的な立場では，環境と「気
質」との相互作用が個人の性格形成にとって特に重
要であると考えられている．
発達心理学における「気質」研究
従来，子どもの性格は，両親からの関わりなどの
環境要因によって形成されていくと考えられていた．
しかし，
	年代になると，子供の生来の性格（「気
質」）が親の子供に対する関わり方に影響を与える
こと，さらに同時に環境の働きにより，子供の性格
も変化していくという，子どもの「気質」と環境の
相互作用説があらわれた．また，子ども自身が「気
質」における個人差に基づいて，周囲の環境を選び
とっていくと考えられるようになった．例えば，活
発すぎる子どもに対して，親は行動を制限するよう
な関わりが多くなり，活発さは抑えられてしまう．
また新しい環境に馴染みやすいタイプの子どもは，
新しい経験を積極的に選びとり，多種多様な経験を
積んでいくようになる．また，同じ馴染みやすいタ
イプでも，もともと与えられた環境が違えば，それ
によって違った発達をたどっていくと考えられる．
「気質」と環境との相互作用の重要性を実証した
研究として，&  '（
）
があげ
られる．彼らは
年から，ニューヨーク縦断研究
（()）を実施し，	人以上の生後 ，ヶ月の子
どもの詳細な行動特徴のデータを定期的に集め，乳
児期初期における子どもの行動反応パターンにはっ
きりした個人差がみられること，乳児期初期に見ら
れた個人差が生後 年間はある程度安定性を保って
いることを報告している．彼らは乳幼児の示す行
動特徴を 
カテゴリーに分類し，さらにそのカテゴ
リーの組み合わせから子どもの「気質」を タイプ
とそれ以外に分類した．その後，彼らの考えを踏襲
し，より簡便なかたちで子どもの「気質」を捉える
ことができるよう，'!（
*	）が質問紙を作
成している．
&  'の研究は，子どもの「気質」
をとらえる研究としては先駆的であったが，養育者
に面接を行い，養育者から聞き取った結果に基づい
ているという点から，養育者のバイアスがかかった
子どもの「気質」がとらえられている可能性がある
との指摘があった．そこで，直接子どもに何かをさ
せることで，把握する方法が注目されるようになっ
た．例えば，+,（
）は項目の反射
検査と*項目の行動検査から成る検査を，生後すぐ
の新生児に直接実施することで個人差を明らかにす
る新生児行動評価尺度を開発し，'（
）
は心拍数の有効性を主張し，個人内では特定の刺激
に対して心拍数が変化する程度は 歳くらいまで安
定していることから，それを気質的特徴としてとら
えている．
しかし，&  'の研究は，子どもの
健全な発達は「適合のよさ」（- . /）の程
度，つまり子どもの「気質」が能力と環境の諸条件
（期待や要求など）と調和するときに生じると考え
ており，環境と子どもの「気質」との関係で発達を
とらえようとしている点は新しい視点であり，また
膨大なデータから作られた指標についての評価は高
く，今なおその考え方は受け入れられ，その考え方
を踏襲した質問紙が使用されている．
子どもの「気質」を研究することの意義
新生児の「気質」は生得的なものであるが，それに
もとづいて形成される性格は育った環境の影響を受
けている．前述の&  'の研究による
と，新生児の生得的な特徴が，異なった経験をひき
よせることは予想できる．たとえ養育者をはじめと
する養育環境が同じでも，遺伝的にもったそれぞれ
の特徴は，環境との相互作用を受け，その特徴をよ
り明確にしたり，弱めたりする（-，
*
）．
つまり「気質」自体が，環境に影響を与え，さらに
「気質」に影響を与えるということである．
乳児期における「気質」研究の動向 
このことは，新生児の「気質」特徴が親の反応を
引き出し，それがさらにあらたな性格を形成してい
くことを指していると考えられる．よって，母子関
係を考える際に，専門家は子どもの「気質」特徴を
とらえていくことで，その後の発達にとって，ある
いは母子関係にとって望ましい関わりについて検討
していくことができ，より適切な助言をすることが
できると考えられる．
年以降の「気質」研究の動向
育児相談などで適切な援助をしていくために，子
どもの「気質」を把握することは重要である．では，
子どもの「気質」に関する研究は，どの程度なされて
いるのであろうか．子どもの「気質」研究が，どの
程度なされており，どのような方向で進められてき
ているか検討するために，$!012を用いて

年から		年の英語文献を対象に検索を行った．
子どもの「気質」研究が，発達時期によってどの
程度なされているかを検討するために，「気質」を示
す言葉として を，また発達時期を表
す言葉として .，，  を
"! 3として複数のフィールドにまたがった検索
を行った．.， ，  の示
す時期を明確に区切ることは難しいが，本研究では
'!（
*	），145，67%  '!
（
），85（
），+（
	），
 5!（			）らを参考に，.を 歳まで
の乳児期，をおよそ 歳から 歳までの幼
児期，  をおよそ 歳から	歳まで
の児童期とした．
まず，「気質」研究に限定せず，各発達時期の研究
数を掲げた（表 ）．その結果，  を
"!3とする文献数が*件と最も多く，.
は件，が
件で最も少なかった．
 に比べると，は分の である．
表  と各発達時期の文献数（	

年）
次に「気質」研究に限定して検索すると，9
を "! 3とする文献は件で，各発達
時期別にみると，  の文献数が
	
件と最も多く，.が*件，が件で
最も少なかった．  に比べ，
は分の である．.や    に
関する研究に比べ，についての研究は，そ
の発達時期に入る期間の長さとの関連からみても，
取り組みが遅れているようである．単純に発達時期
の示す期間で考えると，年間程度の乳児期より，
・ 年間程度にわたる児童期の方が期間も長く，
研究すべき内容は多岐にわたると考えられ，文献数
が多いのは妥当と考えられる．しかし，年間程度
にわたる幼児期は，乳児期より長い期間にも関わら
ず，乳児期より文献数ははるかに少ない．これは，
研究対象としての認知が低いためだと考えられる．
つまり，乳児期は，運動面，感覚面，情緒面において
発達の顕著な時期であること，児童期は就学し，親
子関係から友達関係へと広がっていくことから様々
な問題行動が生じやすい時期であることから，研究
対象として注目されやすいと考えられる．しかし，
幼児期は，乳児期に比べると成長は緩やかではある
が，児童期より生理面，運動面，情緒面の変化は大
きく，児童期ほど，複雑な問題ではないにせよ，第
一次反抗期を迎え，対応が難しくなってくる時期で
ある．この時期の子どもをもつ母親は，育児不安や
育児ストレスを抱きやすいと考えられ，今後この時
期の子どもの「気質」研究が進められるべきだと考
えられる．
時間の経過による変化をみるために，
年か
ら		年の文献について つの時期に分け，各時期
を 年間ずつとり，

*年，



年，
					年の文献数の変化を調べた．
表 に見たとおり
		年における 9
に関わる文献数は件であるが，上記の 
年区切りの時期との関連を見ると，					年の
文献数は*件，

*年の文献数は*件で，
倍増である（表 ）．
表  の文献数（	
年）
次に文献数を発達時期別に ，

*年，




年，					年とみていくと（表 ），
.の文献数は	
件，	件，件，
の文献数は	件，*件，件，  
の文献数は件，*件，
件と全て増加
している．特に の文献数の増加傾向が大き
く，					年は

*年の 倍である．数
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としては少ないが，次第に が研究対象とし
て注目されてきていると考えられる．
表 ，，   の文献数変化
さらに，「気質」研究に限定するため，.，9
，  であり，かつ 
であることを条件に検索すると（表 ），. 
は件，件，件と減少し，9
  は件，件，件とあま
り変化がなく，    
は件，	件，件と倍に増加していた．
以上のことから，全体的にみると乳児，幼児，児
童，気質各々についての研究数は増加しているが，
「気質」研究に限定すると，乳児から児童へと関心が
移ってきたと考えられる．「気質」は遺伝的要因の
影響が強いと考えられてきたとすると，最初はより
環境からの影響が少ない乳児に研究の焦点が当てら
れたことが推察できる．また，発達時期の初期にお
ける「気質」をとらえて，どのような関わりが適切
か考えていくという観点からも，乳児の「気質」に
ついて，まず関心が集中したと考えられる．そこで
さらに .  を "! 3とす
る研究内容の動向についてみていくこととする．
乳児期における「気質」研究の動向
　．質問紙の開発とその活用による研究
「気質」を把握する手法としては，（）質問紙や構造
化された面接での両親からの報告，（）家庭などでの
自然観察法，（）実験，（）心理生理学的指標がある
が，最もよく用いられる方法は（）である（ 5!，
			）．そこで .  でまず
検索を行い，さらに :4を "! 3と
して文献を絞り込んで行った（表 ）．
		
年の文献数は件で，.  を
"! 3とする文献*件（表 ）の;を占めて
いる．つの時期ごとにみると，

*年の
文献数が	件と多く，

*年の . 
を "! 3とする文献件（表 ）
の 分の 以上を占めている．この時期の乳児の
「気質」に関する研究は，質問紙を用いた研究がさか
んであったと推測される．
表    と他のキーワードとの文
献数変化
「気質」を測定する質問紙の開発では，& 
'（
	）
の考え方をくむものとしては，'!
（
*	）の質問紙が最初のものである．'!の
質問紙をもとに，
年以前では，その考えを踏襲し
ながら+（
	）が「育てにくさ」に注目した質
問紙（0. ' <4，0'<）
を発展させている．その他，
年以前の質問紙で
代表的なものとしては，+4  $（
）	
の質問紙（=）や 85（
）の質問紙
（0. +% <4，0+<）があげられ
る．質問紙を用いた研究が多い

*年には，
一部をのぞき（-"4，
；$，)
 71，
；65  3"，

など）
，'!の質問紙をそのまま使用した研
究が多かった．
質問紙を用いた研究では，質問紙を新たに作成し
たり，その妥当性を検証したり，文化差を検討する
ために標準データを集めているもの（$，!
 25"，
；，$，> ，
25"  3，
*；6?，'! 
67%，

；菅原，島，戸田，佐藤，北村，

；
35，35  @，

；+!，

；
'"，1,"，=4  >5-，			
など）	が多く，質問紙の信頼性や妥当性を高
め，より有効な質問紙を作成することを中心に行
われていたと考えられる．そのほか，作成された
質問紙を使用してとらえた「気質」と低出生体重児
の関係について調べたり（6?，
）
，言語
の獲得過程と「気質」との関係を調べたり（7A
 ，			；輿石，		），発達障害と
表   ，  ，  
  の文献数変化
乳児期における「気質」研究の動向 
「気質」の関係について研究されている（2 
1-，

）．
　．愛着の研究

		年の継続した年間について .
 を "! 3とする*件（表 ）
について概観したところ，愛着を扱った文献が多くみ
られた．そこで，
		年と，さらに

*
年，



年，					年の つの時期に分
け，.  で検索を行い，さらに
を "! 3として絞り込み検索を行っ
た（表 ）．その結果，
		年の . 
を "! 3として抽出された文献数
*件中（表 ），を "! 3とする文
献が件で，	;を占めた．つの時期の変化をみ
ると，

*年に件だったのが，




年に件と増加し，					年には件に減少
しているが，目立った増減は認められない．.
 を "! 3とする文献自体が
（表 ），件，件，件と減少するなかで，全
体に比して占める割合は;，;，;を占め，
全体の 割程度の研究はされているようである．


*年の時期では，乳児の愛着測定法の
つである=3，67の - 4
$4の実験手法を用いて，愛着と「気質」の関係
を調べたものが多い（6!"，'  '，

；4.，
；，
*；8，8-9
-  )-，
*など）．					
年の時期では，子どもの「気質」と愛着関係のみに注
目するだけでなく，後の子どもの問題行動や適応との
関連を検討したり（$45，6"%，
$  .，			；，#4?，
% 0#,，		）	，母親の敏感さに注
目して研究が進められている B$"，		C
．
さらに，健全な愛着関係を形成することが困難と
なる母親の育児不安や育児ストレスという視点か
ら，.  を "! 3として
抽出された文献*件を， A!  を "!
3として文献を絞り込んでいった（表 ）．文献
数の変化を調べたところ（表 ），.  9
 と A!  を "! 3とする
文献数は件で，.  を "!
3として抽出された文献数*件（表 ）に対し

;を占めていた．文献数の変化では，

*
年には件だったのが，					年には件と増
加していた．その中には，母親の精神状態と「気
質」，母親の効力感と「気質」の関係をみている
もの（'4  &4，
；"，
'5， 64，
*；，+
 6，		； 0，1  &54-，
		；)"  '"5-，		；輿石，		
など），母親の子どもへの反応性と「気質」の関
係をみているもの（D，  =，

）がある．愛着関係との関連だけでなく，育
児不安や育児ストレスと乳児の「気質」との関連も
注目されるようになったと考えられる．
　．「気質」の安定性の研究
発達心理学的な立場では，「気質」は育った環境と
相互作用することで，観察可能な行動特徴の様相が
変化していくと考えられている．実際に， 年
程度，縦断的になされた質問紙調査において，調査時
期間で相関の認められた尺度とそうでない尺度があ
ると報告されている（85，
；67%
 '!，
）．そこで，「気質」の安定性
という視点では，どの程度研究されているか調べて
みた．それらの結果からは，質問紙でのいくつかの
尺度で安定性がみられたと報告されている．報告さ
れた安定した尺度は，イライラしやすさ（05，
   +"!，
）	，活動性，規則性，反応
の強さ，気分，持続性（1 ，=，-9)，
/!  >，
*）
 などである．し
かし，気質の安定性を調べる研究は，，年の短
期間に限定して行われることが多い（$ 
 ，
；85，
など）．数年を
継続的にみていくにはかなりの労力と時間を要し，
また質問紙で測定された「気質」は，気質そのもの
を把握しているのではなく，あくまで一つの表現形
態である．よって，発達による変化の大きい乳児期，
幼児期，児童期におよぶ縦断的研究において，安定
性を固定した質問紙の尺度で評価することには困難
を伴い，単一の質問紙を用いた安定性評価の研究は，
比較的短期間に限定されて行われているものと考え
られる．
　．まとめ
以上の検索結果から次のことが推察できる．
乳児期に関する「気質」研究では，
年から

*年には質問紙作成あるいは質問紙を使用した研
究が多くみられた．この時期には乳児期の「気質」
をどのように測定するかということに焦点があてら
れ，「気質」を測定する質問紙の作成や妥当性検証
がさかんに行われていたと考えらえる．			年から
		年には質問紙に関する研究が減り，愛着関係や
育児不安，育児ストレスを扱った研究が増えていっ
た．つまり，一定水準を満たす質問紙が完成したこ
とが，「気質」と愛着関係，「気質」と母親の育児不
安や育児ストレス，「気質」と子どもの問題行動につ
いて，さらには質問紙でとらえた子どもの「気質」
 武井祐子・寺崎正治
が，その後，どの程度安定しているのか，どのよう
な側面が安定しているのかを調べる縦断的研究へと
発展していったと考えられる．
「気質」の研究は乳児から幼児や児童へと関心が
移ってきている．とくに幼児については「気質」が
検討すべき重要な要因であるという認知度が次第に
あがってきており，さらに研究が進められていくこ
とが予想される．今後は乳児だけでなく，幼児や児
童ではどのような研究がされているか調べ，「気質」
研究が今後どのような方向で進められていくべきか，
検討することが必要と考えられる．
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